
２０２４年 ４ 月 ３０ 日 
厚生労働大臣                                          

                                         
                              機関名  帝京大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学  長 
                                                                                      
                              氏 名  冲永 佳史         
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  救急救命士が行う業務の質の向上に資する研究                    

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部救急医学講座・客員教授                   

    （氏名・フリガナ） 坂本 哲也 （サカモト テツヤ）                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■ 帝京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



２０２４年   5 月   1 日 
厚生労働大臣                                          

                                         
                              機関名  健和会大手町病院 

 
                      所属研究機関長 職 名  院長 
                                                                                      
                              氏 名  吉野 興一郎         
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  救急救命士が行う業務の質の向上に資する研究                    

３．研究者名  （所属部署・職名） 救急科・部長                          

    （氏名・フリガナ） 畑中 哲生（ハタナカ テツオ）                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■ 帝京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 
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みなし決議に関する一般財団法人救急振興財団研究利益相反審査委員会議事録 

 

１ 委員長の職務代行者（委員会設置規程第 5条第 3項関係） 

委員長に事故があった場合又は委員長がCOIの審議の対象となる場合の委員長の職

務代行者は、島崎委員とする。 

 

２ 審査内容 

(1) 審査対象 

〇令和５年度厚生労働科学研究（課題番号順、研究者名五十音順） 

 

① 救急救命東京研修所教授 田邉 晴山 

研究事業名 地域医療基盤開発推進研究事業 

研究課題名 救急救命士が行う業務の質の向上に資する研究 

課題番号  ２１ＩＡ１０１２ 

提出先   帝京大学医学部教授 坂本 哲也 

 

② 救急救命東京研修所教授 田邉 晴山 

研究事業名 地域医療基盤開発推進研究事業 

研究課題名 地域医療構想を踏まえた救急医療体制の充実に関する研究 

課題番号 ２２ＩＡ２００４ 

提出先   日本体育大学研究科長、教授 横田 裕行 

 

③ 救急救命東京研修所教授 田邉 晴山  

研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

研究課題名 ＡＥＤの適切な利用環境の構築に向けた研究 

課題番号 ２３ＦＡ１０２３ 

提出先   帝京大学医学部教授 坂本 哲也 

 

(2) 審査結果 

1) (1)①～③に係る利益相反に関する状況について、田邉教授から、 

 ● 企業等（研究課題と関連するもの）の株式保有（令和3年1月1日～12月31

日）の有無 

 ● 企業等（研究課題と関連するもの）との兼業の有無     

 ● 企業等（研究課題と関連するもの）からの兼業以外の年間収入（令和3年1月

1日～12月31日）の有無（年間の合計金額が同一企業等から100万円を超える

場合） 

 ● 研究課題と同一又は類似する研究課題・内容についての産学官連携活動によ

る年間収入（令和3年1月1日～12月31日）の有無（年間の合計受入額が同一企

業等から200万円を超える場合） 
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の４点について該当が無い旨の申告があった。 

次の委員会意見を遵守させることとした上で、「利益相反状態なし」である旨

をCOI委員会の結論としたい。 

委員会意見：１．今後、利益相反関係に変化が生じた場合（新たに企業からこ

の研究についての資金を受け入れた場合、若しくは、自己申告書

の基準を満たす企業との経済的活動が新たに生じた場合など）は

その都度必ず申告すること。 

 

2) 倫理指針等について 

(1)①の「自動式人工呼吸器による人工呼吸に関する検討」、②及び③につい

て、田邉教授から該当性がない旨の申告があった。 

(1)①の「アナフィラキシーへのアドレナリン投与に関する検討」について、

田邉教授から「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に該当性がある

が、研究代表者の坂本教授が所属する帝京大学において倫理審査委員会の承認

を得ている旨の申告があった。 

以上のことから、すべて問題なしとすることが相当であるとしたい。 

 

３ 一般財団法人救急振興財団研究利益相反審査委員会の決議があったものとみなさ

れる日 

 

   令和６年４月２３日 

 

以 上  



令和６年４月２２日 
厚生労働大臣                                          

                                         
                              機関名 札幌医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  山下 敏彦     
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  救急救命士が行う業務の質の向上に資する研究                    

３．研究者名  （所属部署・職名） 救急医学講座 助教                                 

    （氏名・フリガナ） 水野浩利 ミズノヒロトシ                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和 ６ 年 ５ 月 10 日 
厚生労働大臣                                          

                                         
                              機関名 横浜市立大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 石川 義弘  
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  救急救命士が行う業務の質の向上に資する研究                    

３．研究者名  （所属部署・職名）横浜市立大学附属病院 助教                                  

    （氏名・フリガナ）新井 悠介 （アライ ユウスケ）                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■ 横浜市立大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 
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